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1 はじめに

コンピュータの処理性能と記憶容量の拡大により，機械

翻訳が実用化に近づいている．記憶容量の拡大により扱う

ことができる言語データが増え，処理能力の向上により，

翻訳できる言語の精度が上がった．今後も翻訳速度の向上

や，機械翻訳ツールの使用性の向上などの技術が次々に追

加されることが予想される．ハイブリッド機械翻訳 [1] は

そのような技術の一つで，既存の翻訳手法を適材適所に組

み合わせて，より良い翻訳結果を得ようとするものである．

このような状況では，新たに追加される技術も含めて，翻

訳ツールを柔軟に構成する技術が必要である．我々はそれ

を実現することのできる共通のアーキテクチャを構築する

ことで，この要求に応えられると考えている．

本研究の目的はハイブリッド機械翻訳を統一的に説明

でき，かつ実装の基盤となるアーキテクチャを作ることで

ある．

本研究では，パイプとフィルタのアーキテクチャスタイ

ル [4] に基づいて翻訳ツールの組み合わせを耐故障アーキ

テクチャの考え方を取り入れることで構成し，本研究室で

提案されている自己適用のためのソフトウェアパターンで

ある PBRパターン [3]を用いて設計する．

このアーキテクチャにより，既存のハイブリッド機械翻

訳で用いられるツールの組み合わせを網羅し，またツール

の入れ替えや組み合わせを柔軟に変更することができる

2 ハイブリッド機械翻訳アーキテクチャ構築に
対しての課題

2.1 機械翻訳の手法

機械翻訳の主な手法には統計的機械翻訳 (Statistical

Machine Translation, SMT) とルールベース機械翻訳

(Rule-Based Machine Translation, RBMT)と用例ベース

機械翻訳 (Example-Based Machine Translation, EBMT)

の３つがある．SMTは多くの文法を翻訳することができ，

RBMTはより精度の高い翻訳が，EBMTは用例さえそろ

えば，完璧な翻訳ができる．

ハイブリッド機械翻訳は SMT, RBMT, EBMTの３つ

の翻訳手法のそれぞれの長所を生かすために，用途にあわ

せて組み合わせて作られる．

2.2 ハイブリッド機械翻訳の翻訳手法の組み合わせ

ハイブリッド機械翻訳内で，翻訳手法は主に原言語の簡

略化，原言語から目的言語への翻訳，目的言語の精度向上

の場合に用いられる．

翻訳手法の組み合わせの例を図 1に示す．

図 1 ハイブリッド機械翻訳の結合の組み合わせの例

図の例では，原言語を EBMTを用いて翻訳し，出力さ

れた目的言語を SMTと RBMTの両方で精度向上のため

の翻訳を行い，何らかの基準で評価を行った結果，より適

切な方の出力を翻訳結果として採用する．

ハイブリッド機械翻訳の翻訳手法の組み合わせは簡略

化，翻訳，精度向上の 3つの場面で直列または並列つなぎ

で構成される．

2.3 ハイブリッド機械翻訳の課題

現在ハイブリッド機械翻訳には様々な翻訳技術の結合方

法があるが，今後はより新しい形のハイブリッド機械翻訳

が作られていくと予想される．それらの新たな技術に柔軟

に対応できる環境を整えることが必要である．

3 ハイブリッド機械翻訳を柔軟に構成するため
のアーキテクチャ設計

3.1 ハイブリッド機械翻訳のためのアーキテクチャ設計

技術

本研究で提案するアーキテクチャでは，相互作用のパ

ターンが連続するデータを変換するという特徴があるパイ

プとフィルタアーキテクチャスタイルを用いる．

翻訳手法の組み合わせと耐故障性の類似点から耐故障

アーキテクチャの N バージョンプログラミングとリカバ

リブロックの技術を用いる．

パイプとフィルタに耐故障アーキテクチャを組み合わせ

るにあたり，翻訳結果の評価に応じてツールを組み合わせ

ることが必要である．それを可能するソフトウェアパター

ンとして江坂らが提案している PBR パターン [3] を用い

て設計した．
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3.2 ハイブリッド機械翻訳のためのアーキテクチャ設計

図 2にハイブリッド機械翻訳の言語から言語への翻訳の

流れの基本構造を示す．

External：機械翻訳の利用者（システム外部の実体）

Filter：機械翻訳ツール（SMT，RBMT，EBMT のい

ずれか）

Source：Filter へ入力データを渡す利用者や機械翻訳

ツール

Destination:Filter の出力するデータを受け取る機械翻

訳ツールまたは利用者

MT Factory:翻訳結果の受け入れ評価に基づいて，Filter

を生成するファクトリ

Hybrid MT Policy：データの受け取り

Evaluator：翻訳の評価

図 2 静的構造

図２, 図３では日英翻訳の日本語から日本語への原言語

の簡略化を動的振る舞いで記述した．図３では，リカバリ

ブロックの直列な動きを J to J MT Factoryで createと

sendをフィルタごとに行うことで表した．図４の Nバー

ジョンプログラミングの並列な動きを J to J MT Factory

で同時に send，評価することで表した．

図 3 リカバリブロック

図 4 Nバージョンプログラミング

4 考察

前章で設計したアーキテクチャにより，ハイブリッド機

械翻訳の新しい組み合わせも統一的に説明できる．

例えば，[1]で提案されているハイブリッド機械翻訳 (図

１) については，SMT と RBMT が並列に，EBMT が直

列に組み合わされるがこれを N バージョンプログラミン

グとリカバリブロックを用いて構成できることが分かる．

このことから本研究で提案したアーキテクチャは妥当で

あるといえる．

5 おわりに

コンピュータの処理能力が向上に伴い機械翻訳ツールは

進化を続けている．これからの機械翻訳は新技術の導入も

ふくめた翻訳ツールを柔軟に開発する環境が必要になる．

本研究ではこの問題を解決するために PBRパターンを

用いてハイブリッド機械翻訳を柔軟に構成するためのアー

キテクチャ設計した．

今後の課題は，Evaluatorの検証を行い，本研究で提案

したアーキテクチャに基づいて翻訳ツールを構成し，提案

の実用性を示すことである．
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